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柳
島
の
観
音
霊
場
巡
拝
塔
の 

銘
文
あ
れ
こ
れ 

金
子 
栄
司  

 

坂
東 

右 

奉
献
西
国
百
番
観
世
音
菩
薩 

秩
父 

正 

天
下
泰
平
国
土
安
全 

（基
礎
に
）
供
養
塔 

（
篆
書
体
）  

背 

旹
弘
化
三
年
（一
八
四
六
）
□
丙
午 

夏
五
月
吉
祥
日 

諸
国
拝
行
之
満
主 

 
 

 
 

 
 

相
州
柳
島
邨 

 
 

 
 

 
 

 

小
川
七
郎
右
衛
門
建
焉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

馬
入
邨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
工
春
次
郎 

               
観
音
霊
場
巡
拝
塔
の
三
面
に
刻
ま
れ
た
銘
文
で
あ

る
。
兜
巾
頭
の
角
柱
塔
で
あ
る
。
善
福
寺
門
前
を
北
方

向
、
東
海
道
の
方
へ向
か
う
途
中
、
東
の
方
、
右
手
に
通

じ
る
丁
字
路
が
あ
る
。
直
進
す
る
道
は
上
り
坂
で
そ
の

先
は
小
出
川
に
架
か
る
湖
東
橋
で
あ
る
。
そ
の
丁
字
路

に
た
っ
て
い
る
の
が
観
音
霊
場
巡
拝
塔
で
あ
る
。
こ
の
塔

と
銘
文
に
関
連
す
る
二
三
を
記
し
て
み
る
。 

そ
の
一
。 

地
元
の
方
に
は
取
り
立
て
て
い
う
こ
と
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
明
治
時
代
初
期
や
関
東
大
震
災

前
の
地
図
を
見
る
と
、
善
福
寺
門
前
の
道
は
東
海
道
に

つ
な
が
る
道
で
、
丁
字
路
の
道
は
松
尾
村
へ
の
重
要
な

村
道
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

ま
た
、
柳
島
湊
に
上
陸
し
た
大
山
詣
の
人
々
は
二
つ

の
道
順
で
大
山
を
目
指
し
た
。
下
町
屋
～
今
宿
～
萩

園
～
田
畑
～
一
之
宮
～
田
村
の
渡
。
下
町
屋
か
ら
は

別
名
八
王
子
道
と
い
わ
れ
る
道
。
も
う
一
つ
、
松
尾
～

浜
之
郷
～
西
久
保
～
大
曲
～
中
瀬
～
一
之
宮
～
田

村
の
渡
。
西
久
保
で
は
元
宝
生
寺
山
門
前
、
さ
ら
に
日

吉
神
社
前
か
ら
大
曲
で
田
村
通
り
大
山
道
に
通
じ
た
。

日
吉
神
社
境
内
に
は
、
こ
の
順
路
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
「右
大
山
道
」と
読
み
取
れ
る
石
塔
が
置
か
れ
て
い
る
。

善
福
寺
門
前
を
北
上
す
る
道
や
南
東
角
の
救
世
地
蔵

尊
前
か
ら
松
尾
村
に
通
じ
る
道
は
大
山
道
（
『
相
模
大

山
街
道
』
大
山
阿
夫
利
神
社
・
目
黒
修
一
）
で
も
あ
っ

た
。 そ

の
二
。 

小
川
七
郎
右
衛
門
は
、
善
福
寺
南
東
角

に
建
っ
て
い
る
救
世
地
蔵
尊
（
通
称
「
お
う
め
地
蔵
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
ら
し
い
。
救
世
地
蔵
尊
に
小
川
七
郎
右

衛
門
妻
「
う
免
（
う
め
）
」
の
名
が
あ
る
の
で
、
こ
の
方
の

善
行
か
ら
通
称
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
）
の
発
願

主
の
一
人
で
小
川
七
郎
右
衛
門
と
妻
、
藤
間
善
五
郎

と
妻
の
名
が
連
ね
て
刻
ん
で
あ
る
。 

冒
頭
の
「
観
音
霊
場
巡
拝
塔
」
の
文
字
は
藤
間
善
五

郎
（
柳
庵
）
の
筆
で
は
な
い
か
と
、
『
郷
土
ち
が
さ
き
・
一

二
六
号
』
に
藤
間
雄
蔵
氏
の
談
が
載
っ
て
い
る
が
、
救
世
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地
蔵
尊
の
文
字
も
柳
庵
の
筆
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

小
川
七
郎
右
衛
門
を
先
に
書
い
て
、
善
五
郎
が
そ
の
後

に
な
っ
て
い
る
の
は
善
五
郎
の
心
配
り
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

「
救
世
」
は
仏
教
の
言
葉
で
、
世
の
人
々
を
苦
し
み
の

中
か
ら
救
う
こ
と
。
ま
た
そ
の
菩
薩
の
こ
と
で
、
「
観
自

在
菩
薩
」
の
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
観
音
菩
薩
と

か
観
音
様
と
呼
ば
れ
、
別
名
「救
世
観
音
」
と
も
い
う
。 

そ
の
三
。 

「
観
音
霊
場
巡
拝
塔
」
と
「
救
世
地
蔵

尊
」
に
は
馬
入
邨
（
村
）
の
石
工
の
名
が
刻
ん
で
あ
り
、

相
模
川
を
挟
ん
だ
馬
入
村
と
の
交
流
の
一
端
を
記
し

た
記
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
半
世
紀
前
に
建
て
ら
れ

た
柳
島
八
幡
宮
の
旧
鳥
居
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

に
は
今
宿
村
の
石
工
の
名
が
刻
ん
で
あ
る
。
今
宿
村
の

石
工
に
な
に
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

そ
の
四
。 

小
川
七
郎
右
衛
門
と
藤
間
善
五
郎
が
同

時
に
出
て
く
る
古
文
書
が
あ
る
。
天
保
九
年
（
一
八
三

八
）
『
「
代
々
神
沢
講
致
法
議
定
連
名
符
帳
」
（
藤
沢
市

史
第
二
巻
、
資
料
編
・
生
活
と
風
俗
）
』
で
あ
る
。

「
代
々
神
沢
講
」
は
伊
勢
神
宮
参
拝
を
目
的
に
費
用
を

積
立
て
る
講
で
、
年
三
分
ず
つ
六
ヵ
年
間
行
う
も
の
。

藤
沢
、
茅
ヶ
崎
を
中
心
に
鎌
倉
・
戸
塚
の
一
部
に
わ
た

る
講
で
あ
る
。
設
立
時
お
よ
そ
百
二
十
名
が
出
資
者
に

名
を
連
ね
、
講
元
に
羽
鳥
村
の
大
三
觜
・
三
觜
八
郎
右

衛
門
、
柳
島
村
の
藤
間
善
五
郎
、
鎌
倉
・
戸
塚
地
区
か

ら
俣
野
村
石
川
重
兵
衛
の
三
名
。
講
世
話
人
が
九
名

で
柳
島
村
小
河
（
マ
マ
）
七
郎
右
衛
門
が
選
ば
れ
て
い
る
。

講
は
五
組
の
御
連
中
で
構
成
さ
れ
、
一
番
組
二
十
名

の
世
話
人
が
柳
島
村
小
河
（
マ
マ
）
七
郎
右
衛
門
で
あ

る
。 『

代
々
神
沢
講
』
の
積
金
を
充
て
た
伊
勢
参
拝
は
天

保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
を
裏

付
け
る
資
料
が
、
萩
園
村
の
青
木
長
右
衛
門
が
の
こ
し

た
『
伊
勢
太
々
講
道
中
記
』で
あ
る
。
こ
の
日
記
は
現
在

藤
沢
市
が
所
蔵
し
て
い
る
。
日
記
の
書
出
し
に
「
天
保

十
四
年
卯
年
正
月
十
六
日
出
立
、
馬
入
川
ニ
て
不
残

落
合
候
。
然
所
、
巳
の
刻
の
中
刻
時
分
東
海
道
筋
の
人

ハ
水
の
押
来
る
如
く
一
押
に
成
て
、
馬
入
川
御
馳
走
舟

ニ
乗
て
侍
る
」
と
書
き
、
日
記
の
形
を
「参
詣
候
間
路
々

独
り
慰
に
吐
出
候
間
善
悪
不
拘
相
記
置
申
候
」
と
旅

程
の
折
々
に
詠
ん
だ
短
歌
や
俳
句
で
日
記
を
構
成
し

て
い
る
。 

伊
勢
参
拝
は
な
ぜ
か
当
初
の
計
画
を
一
年
繰
上
げ

て
実
施
さ
れ
た
。
総
勢
五
組
七
十
名
と
僕
（し
も
べ
）
廻

り
が
二
十
三
人
。
一
番
組
は
柳
島
村
、
萩
園
村
な
ど

十
四
名
で
、
青
木
長
右
衛
門
や
藤
間
善
五
郎
、
小
川

七
郎
右
衛
門
の
名
が
あ
る
。 

日
記
の
主
、
青
木
長
右
衛
門
は
伊
勢
参
拝
を
済
ま

せ
た
後
、
高
野
山
に
詣
で
四
国
霊
場
を
少
し
ま
わ
り
、

伊
賀
・
大
和
・
紀
伊
・
淡
路
・
阿
波
・
讃
岐
・
備
前
・
備

中
・
備
後
・
播
磨
・
河
内
・
摂
津
・
山
城
・
近
江
・
美
濃
・

信
濃
・
上
野
・
武
蔵
の
寺
社
、
名
所
、
旧
跡
を
巡
っ
て
、

お
よ
そ
七
十
五
日
後
に
帰
宅
し
て
い
る
。
（こ
の
道
中
記

の
一
部
は
『
茅
ヶ
崎
市
史
史
料
集
・
第
四
集
「
和
田
篤

太
郎
日
記
」
「
附
・
我
身
一
代
夢
懺
悔
（
青
木
長
右
衛

門
嘉
房
筆
）」』に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）  

小
川
七
郎
右
衛
門
が
天
保
十
四
年
（一
八
四
三
）
に

伊
勢
を
参
拝
し
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
「
観
音
霊

場
巡
拝
塔
」を
建
立
す
る
。
そ
の
間
約
三
ヵ
年
。
そ
の
三

ヵ
年
の
間
に
坂
東
・
西
国
・
秩
父
百
番
観
世
音
霊
場
巡

拝
を
成
就
さ
せ
て
い
る
。
回
国
や
巡
拝
を
職
業
に
し
て

い
る
者
に
頼
む
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
「
観
音
霊
場

巡
拝
塔
」の
「満
主
」は
小
川
七
郎
右
衛
門
本
人
の
よ
う

で
あ
る
。 

距
離
や
日
数
は
お
よ
そ
の
も
の
だ
が
西
国
三
十
三
ヵ

所
、
一
千
㎞
。
坂
東
三
十
三
ヵ
所
、
千
三
百
㎞
。
秩
父

三
十
四
ヵ
所
、
千
二
百
㎞
。
全
行
程
休
ま
ず
に
巡
拝
し

て
七
十
～
七
五
日
。
平
均
的
な
体
力
の
持
ち
主
で
は
一

ヵ
年
一
霊
場
を
巡
拝
す
る
の
が
順
当
な
ペ
ー
ス
と
思
わ

れ
る
。 

小
川
七
郎
右
衛
門
と
藤
間
善
五
郎
の
二
人
が
同
じ

古
文
書
や
地
蔵
像
の
銘
に
出
て
く
る
の
で
、
年
齢
が
ほ

ぼ
近
い
と
仮
定
し
て
、
藤
間
善
五
郎
の
生
年
か
ら
推
定

す
る
と
四
十
台
半
ば
の
働
き
盛
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

農
閑
期
を
選
ん
で
巡
礼
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 
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「
満
主
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
定
評
あ
る
辞
典

類
に
も
載
っ
て
い
な
い
。
パ
ソ
コ
ン
で
検
索
し
て
も
出
て
こ

な
い
。
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
文
字
が
持
つ
意
味
の
ま
ま

「
満
た
し
た
主
」
な
の
で
、
伊
勢
参
拝
を
は
じ
め
百
番
観

音
霊
場
巡
拝
な
ど
諸
国
拝
行
の
満
願
成
就
主
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
で
あ
れ
ば
「
奉
献
百
番
観
世
音
菩
薩
」
が

正
面
。
右
に
建
立
年
や
建
立
者
の
銘
。
左
に｢

天
下
泰

平
国
土
安
全｣

と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
在
は

「
天
下
泰
平
国
土
安
全
」
の
面
が
道
路
に
向
い
て
い
る
。 

付
け
た
り 

柳
島
に
は
藤
間
善
五
郎
（
柳
庵
）
の
筆
に

な
る
石
造
物
が
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
て
あ
る
が
、
文

政
五
年
建
立
八
幡
宮
旧
鳥
居
の
柱
に
は
「
発
進
」
と
彫

っ
て
あ
る
。
「
發
」
字
の
「
は
つ
が
し
ら
」
の
く
ず
し
方
が
独

特
で
、
く
ず
し
字
辞
典
に
事
例
の
な
い
く
ず
し
方
を
し

て
い
る
。
読
め
な
い
字
で
あ
っ
た
が
、
「
發
」
字
の
弓
と
殳

の
く
ず
し
方
か
ら
類
推
し
て
「
發
進
」
と
読
ん
で
み
た
。

「
郷
土
ち
が
さ
き
・
一
二
六
号
」
で
も
、
拓
本
練
習
の
際

「
發
進
」
と
読
ん
で
い
る
。
「
ほ
っ
し
ん
」
と
読
ま
せ
「
發

心
」
に
掛
け
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。 

「
満
主
」
も
文
字
の
意
味
を
生
か
し
た
熟
語
で
あ
る
。

「
お
う
め
地
蔵
」
は
柳
庵
の
筆
に
な
る
確
証
は
な
い
の
だ

が
、
地
獄
に
堕
ち
な
い
願
文
を
掲
げ
、
「
救
世
」
と
大
き

く
彫
ら
せ
た
の
も
、
「
か
な
が
わ
の
百
人
」
に
選
ば
れ
た

文
化
人
ら
し
く
、
文
字
と
言
葉
を
巧
み
に
組
み
合
わ

せ
て
表
現
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。 

  

厄
神
の
石
塔
と
厄
神
講 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宗 

建 

市
内
に
は
、
厄
神
の
石
碑
が
二
基
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
下
町
屋
の
神
明
神
社
境
内
に
あ
る
、
高
さ
百
十
七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
唐
破
風
を
の
せ
た
立
派
な
も
の
で

す
。 

      
正
面
に
「
厄
神
大
権
現
」
、
左
側
面
に
「
天
下
泰
平 

国
土
安
穏
」
と
記
さ
れ
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
正

月
に
、
世
話
人
五
人
と
二
十
三
人
の
信
者
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。 

も
う
一
つ
は
、
松
尾
の
神
明
神
社
境
内
に
あ
り
ま
す
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
建
立
さ
れ
、
「
濱
川

神
社 

厄
神
大
神
」
の
文
字
と
、
世
話
人
二
人
の
名
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

     

厄
神
信
仰
は
、
江
戸
時
代
の
天
保
年
間
（一
八
三
〇

～
一
八
四
四
年
）
に
、
江
戸
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ

る
修
験
者
の
了
善
が
始
め
た
も
の
で
、
東
京
都
品
川
区

に
あ
る
浜
川
神
社
を
本
部
と
し
て
い
ま
す
。 

市
内
に
は
こ
の
厄
神
を
祀
る
講
中
（
こ
う
じ
ゅ
う
）
が

あ
り
ま
し
た
。
「
あ
し
か
び
郷
土
史
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の

皆
さ
ん
が
、
萩
園
で
行
わ
れ
て
い
た
講
の
様
子
を
聞
き

書
き
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
再
録
し

ま
す
。
お
話
下
さ
っ
た
の
は
野
崎
タ
子
（
た
ね
）
さ
ん

（
明
治
十
九
年
生
ま
れ
、
昭
和
五
十
二
年
の
聞
き
取
り

時
に
九
十
三
歳
）、
そ
の
お
子
さ
ん
の
薫
さ
ん
（明
治
三

十
五
年
生
ま
れ
、
同
じ
く
七
十
七
歳
）
で
す
。
『
と
し
よ

り
の
話
』
（
平
成
十
二
年
あ
し
か
び
郷
土
史
研
究
グ
ル

ー
プ
刊
）
か
ら
、
必
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
引
用
し

ま
す
。 

 

浜
川
講
（厄
神
講
） 

浜
川
神
社
と
い
う
の
が
東
京
に
あ
る
ん
だ
ね
、
厄
神

様
と
い
っ
て
ね
。
厄
除
け
の
神
様
な
ん
で
す
。
昔
、
今
で

い
う
伝
染
病
が
流
行
し
た
と
い
う
。
は
や
り
病
の
と
き

下 町 屋 の 厄 神 塔 

松 尾 の 厄 神 塔 
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に
、
厄
除
け
を
願
っ
て
、
厄
神
を
信
仰
し
た
ら
し
い
。
う

ち
の
方
で
は
今
で
も
ず
う
っ
と
続
い
て
い
る
け
ど
、
そ
れ

も
各
町
内
毎
に
あ
っ
た
と
思
う
け
ど
ね
。
茅
ヶ
崎
で
は
、

松
尾
、
町
屋
、
鳥
井
戸
、
南
湖
、
柳
島
に
も
あ
っ
た
ね
。 

年
三
回
、
正
月
、
五
月
、
九
月
の
二
十
三
日
に
、
「
厄

神
大
神
」
と
書
い
て
あ
る
掛
軸
を
持
っ
て
、
講
中
の
家
を

一
軒
ず
つ
一
回
り
す
る
。 

年
に
一
回
、
二
月
二
十
三
日
が
浜
川
神
社
の
お
祭

り
で
、
役
員
が
お
賽
銭
を
集
め
て
代
参
に
行
き
、
神
札

を
貰
っ
て
帰
る
。
お
札
を
配
り
な
が
ら
、
各
戸
を
回
っ
て

歩
く
。
「
厄
神
大
神
」
の
掛
軸
を
か
け
て
、
唱
え
ご
と
を

し
ま
し
た
。 

浜
川
神
社
は
、
（
略
）
ず
い
ぶ
ん
信
仰
し
て
い
る
人
が

多
い
ん
で
す
よ
、
昔
は
立
派
な
お
宮
で
、
戦
争
で
焼
け

て
し
ま
っ
た
の
で
今
は
や
り
ま
せ
ん
が
、
戦
争
前
は
お
こ

も
り
を
し
た
ん
で
す
よ
。
「
坊
入
」
と
い
っ
て
、
お
こ
も
り

を
す
る
こ
と
と
一
飯
を
い
た
だ
く
こ
と
を
言
う
ん
だ
ね
。

ご
馳
走
を
出
し
て
く
れ
て
、
こ
ち
ら
は
た
く
さ
ん
お
賽

銭
は
納
め
ま
せ
ん
け
ど
、
行
け
ば
お
膳
が
出
て
お
酒
を

出
し
て
ね
。
あ
れ
は
大
変
で
す
よ
。
気
の
毒
な
ほ
ど
ね
。

お
供
え
物
に
、
お
札
と
お
洗
米
を
講
中
の
人
数
だ
け
く

だ
さ
る
。
榊
の
葉
も
一
葉
ず
つ
く
れ
ま
す
。
お
茶
に
い

れ
て
、
皆
で
飲
む
と
厄
除
け
に
な
る
。 

房
州
か
ら
は
、
（
略
）
代
参
で
は
な
く
講
員
が
大
ぜ
い

来
て
い
ま
す
。
漁
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
と
い
っ
て

ね
。
漁
師
の
神
様
で
す
ね
。
昔
は
浜
川
神
社
の
そ
ば
ま

で
海
だ
っ
た
ん
で
す
。
む
こ
う
ぢ
（
向
こ
う
地 

房
州
の

こ
と
）
か
ら
は
、
船
で
来
る
ん
で
す
。
浜
川
さ
ん
の
講
社

は
浜
辺
の
方
が
多
い
だ
よ
。 

以
前
は
、
別
に
代
参
し
な
い
で
、
毎
月
二
十
三
日
に

お
日
待
ち
だ
け
を
や
る
お
日
待
講
が
町
内
毎
に
五
～

七
軒
位
、
夜
集
ま
っ
て
や
っ
て
い
た
。
戦
争
こ
ろ
か
、
物

資
不
足
に
な
っ
た
こ
ろ
や
め
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
そ
れ

き
り
立
ち
消
え
に
な
っ
て
今
は
や
っ
て
い
な
い
が
、
町
内

毎
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
浜
川
さ
ん
の
お
日
待
ち
と
い
っ

て
い
た
。 

   
茅
ヶ
崎
の
八
大
龍
王 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

源 

邦
章 

時
に
よ
り
過
ぐ
れ
ば
民
の
嘆
き
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
大
龍
王
雨
止
め
た
ま
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

源 

実
朝
作 

右
記
の
歌
の
よ
う
に
「
八
大
龍
王
」
は
、
鎌
倉
時
代
の

将
軍
、
源 

実
朝
の
和
歌
に
登
場
し
て
い
ま
す
が
、

元
々
は
ほ
と
け
の
教
え
を
守
る
八
体
の
龍
神
。
古
代
イ

ン
ド
の
神
が
ル
ー
ツ
な
の
で
天
部
に
属
し
ま
す
。
龍
神
は
、

海
・川
・湖
な
ど
に
住
み
、
雨
と
水
を
司
る
神
と
し
て
大

切
に
祭
ら
れ
ま
し
た
。
神
仏
習
合
に
よ
り
神
道
と
交
わ

り
、
海
神
と
し
て
知
ら
れ
、
各
地
に
神
社
や
石
碑
が
あ

り
ま
す
。 

全
国
各
地
の
寺
社
、
石
碑
を
掲
げ
る
と
以
下
の
よ

う
に
あ
り
ま
す
。 

①
寺
社
の
仏
像
・仏
画 

仏
像
…
大
阪
府
貝
塚
市
孝
恩
寺
、
京
都
市
三
十
三

間
堂
、
奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
龍
泉
寺 

仏
画
…
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
岡
寺
、
同
県
桜

井
市
長
谷
寺 

②
八
大
龍
王
神
社 

神
社
…
埼
玉
県
秩
父
市
中
町
の
今
宮
神
社
（
八
大

龍
王
宮
）
、
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町

岩
戸
の
八
大
龍
王
水
神
社
、
奈
良
県
葛
城

山
頂
付
近
の
八
大
龍
王
神
社 

 

茅
ヶ
崎
市
内
に
は
八
大
龍
王
の
石
碑
や
石
祠
が
九

基
あ
り
、
そ
れ
に
柳
島
善
福
寺
の
仏
像
、
中
海
岸
に
あ

る
神
社
を
加
え
る
と
次
の
十
一
か
所
に
な
り
ま
す
。 

①
寺
社
の
仏
像
・仏
画
…
柳
島
の
善
福
寺
の
八
大
龍
王 

像
。 

②
八
大
龍
王
神
社
…
中
海
岸
。
神
輿
が
浜
降
祭
に
参

加
し
ま
す
。 
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八
大
龍
王
碑 

七
基 

③
浜
須
賀
の
海
岸
（元
治
元
年
） 

④
小
和
田
の
熊
野
神
社
境
内
（
明
治
二
十
二
年
） 

⑤
中
海
岸
の
海
岸
（明
治
三
十
九
年
） 

⑥
南
湖
ち
が
さ
き
丸
中
庭
（大
正
五
年
） 

⑦
南
湖
の
住
吉
神
社
境
内
（慶
応
年
間
） 

⑧
柳
島
の
厳
島
神
社
境
内
（明
治
三
十
四
年
） 

⑨
小
和
田
本
行
寺
墓
地
（
昭
和
五
十
一
年
） 

八
大
龍
王
石
祠 

二
基 

⑩
柳
島
の
海
岸
（
明
治
卅
四
年
） 

⑪
南
湖
の
住
吉
神
社
境
内
（年
銘
無
し
） 

 

 

県
内
市
町
の
教
育
委
員
会
に
八
大
龍
王
を
問
い
合

わ
せ
て
み
ま
し
た
。 

藤
沢
市
…
石
祠
が
一
か
所
、
竜
宮
社
が
一
か
所
。 

平
塚
市
…
八
大
龍
王
の
祠
と
竜
宮
社
の
二
か
所
。 

大
磯
町
…
大
磯
漁
港
に
町
内
数
か
所
の
八
大
龍
王

が
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。 

海
老
名
市
…
八
大
龍
王
の
祠
と
水
神
の
碑
が
一
か

所
ず
つ
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
に
県
内
他
市
町
に
比
べ
、
茅
ヶ
崎
市
で
は

抜
き
ん
で
て
八
大
龍
王
に
つ
い
て
の
足
跡
が
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。 

               

茅
ヶ
崎
の
神
社
彫
刻 

そ
の
５ 

 
 

神
功
皇
后
の
新
羅
侵
攻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
野 

文
明 

今
回
も
ク
イ
ズ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

「
茅
ヶ
崎
市
内
に
八
幡
さ
ま
は
い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
分
か
っ
た
人
は
手
を
挙
げ
…
。
」 

「ハ
イ
！ 

八
万
あ
り
ま
す
。
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ズ
コ
ッ  

（質
問
者
が
ず
っ
こ
け
た
音
） 

実
は
、
甘
沼
に
「
八
幡
大
神
」
、
浜
之
郷
に
「
鶴
嶺
八

幡
社
」、
平
太
夫
新
田
に
「八
幡
宮
」、
柳
島
に
「八
幡 

宮
」
の
四
社
が
あ
る
の
で
す
（
神
社
名
は
神
奈
川
県
宗

教
法
人
名
簿
に
依
り
ま
し
た
）
。
こ
の
う
ち
、
平
太
夫

新
田
を
除
く
三
社
の
拝
殿
の
向
拝
（こ
う
は
い
）に
彫
刻

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
ま
す
。

三
社
の
彫
刻
の
ス
ケ

ッ
チ
を
見
て
下
さ
い
。

三
つ
と
も
似
て
い
ま

す
。
一
番
シ
ン
プ
ル

な
の
は
柳
島
の
八
幡

宮
の
も
の
で
す
。
手

に
軍
配
を
持
ち
、
岩

に
腰
掛
け
た
武
人

と
、
片
膝
を
立
て
て
、

布
に
く
る
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
い

柳島海岸の石祠 

南湖住吉神社境内の碑（左）と石祠（右） 

柳島 八幡宮 

浜須賀の海岸の碑 
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る
男
性
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
人
の
た
た
ず
ま
い

か
ら
、
武
人
の
方
が
上
役
で
、
男
性
は
そ
の
部
下
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。 

そ
こ
で
ク
イ
ズ
。
こ

の
二
人
は
だ
れ
で
し

ょ
う
か
？ 

ま
た
、
へ
ん
な
答
え

が
来
な
い
う
ち
に
明

か
し
ま
し
ょ
う
。
武

人
は
神
功
皇
后
（
じ

ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
）
、

男
性
は
武
内
宿
禰

（
た
け
し
う
ち
の
す
く

ね
）
で
す
。 

鶴
嶺
八
幡
社
の
神

功
皇
后
は
弓
を
持
っ

た
立
ち
姿
で
す
が
、

三
社
と
も
こ
の
二
人
が
彫
刻
の
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
こ
の
場
面
は
ど
ん
な
物
語
が
元
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
と
言
い
ま
す
と
…
。  

神
功
皇
后
は
第
十
四
代
仲
哀
天
皇
（
ち
ゅ
う
あ
い
て

ん
の
う
）
の
皇
后
で
す
。
日
本
書
紀
に
書
か
れ
て
い
る
物

語
を
紹
介
し
ま
す
。
天
皇
と
皇
后
は
熊
襲
（
く
ま
そ
）

を
打
つ
た
め
に
九
州
に
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
と
き
神

が
皇
后
に
乗
り
移
っ
て
、
「
海
の
向
こ
う
に
金
銀
財
宝
の

あ
ふ
れ
る
新
羅
（
し
ら
ぎ
）
と
い
う
国
が
あ
る
。
自
分
を

篤
く
祭
れ
ば
、
刀
を
使
わ
ず
と
も
そ
の
新
羅
を
従
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
」
と
天
皇
に
伝
え
ま
し
た
。
天

皇
は
高
い
山
に
登
っ
て
、
海
の
か
な
た
に
そ
の
よ
う
な
国

が
あ
る
か
と
見
渡
し
ま
し
た
が
、
海
原
が
広
が
っ
て
い
る

ば
か
り
で
し
た
。 

そ
こ
で
天
皇
は
、
神
の
お
告
げ
を
疑
い
無
視
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
再
び
、
神
が
皇
后
に
乗
り
移
り
「私
を
な

ぜ
に
疑
う
。
そ
れ
な
ら
ば
新
羅
国
を
得
る
こ
と
は
で
き

ま
い
。
た
だ
し
、
皇
后
は
今
懐
妊
さ
れ
た
。
そ
の
子
は
そ

の
国
を
得
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
伝
え
ま
し
た
。

程
な
く
し
て
天
皇
は
病
み
、
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

神
を
信
じ
な
か
っ
た
た

め
だ
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
神
功
皇
后
と
大

臣
の
武
内
宿
禰
は
、

国
が
乱
れ
る
こ
と
を

案
じ
て
天
皇
の
死
を

公
表
せ
ず
、
亡
き
が

ら
を
密
か
に
穴
門

（
あ
な
と
。
現
在
の
山

口
県
下
関
市
の
当
た

り
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
）
に
移
し
、
葬
儀

を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
皇
后
は
神
の
お
告
げ
に
霊
験
の
あ
る
こ
と

を
知
り
、
「
海
を
渡
っ
て
宝
の
国
を
攻
め
よ
う
と
思
う
。

成
功
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
自
分
の
髪
が
二
つ
に
分
か

れ
る
だ
ろ
う
。
」
と
頭

を
海
水
に
浸
し
た
と
こ

ろ
、
き
れ
い
に
別
れ
た

の
で
、
そ
の
ま
ま
み
ず

ら
と
い
う
男
子
の
髪
型

に
結
い
上
げ
ま
し
た
。

男
装
し
、
武
装
が
整
っ

た
の
で
す
。
戦
の
準
備

を
進
め
る
中
で
、
出
産

の
予
定
日
が
来
て
し
ま

い
ま
し
た
。
皇
后
は
、

「
戦
が
終
わ
っ
て
、
帰
っ

て
来
て
か
ら
お
産
が
で

き
ま
す
よ
う
に
」
と
神

に
祈
り
、
石
を
腰
に
巻

き
付
け
ま
し
た
。  

皇
后
の
軍
船
の
集
団

は
神
の
加
護
の
も
と
、

魚
の
大
群
の
助
け
と
大
風
に
乗
っ
て
新
羅
国
の
奥
深
く

に
到
着
し
ま
し
た
。
新
羅
国
の
国
王
た
ち
は
驚
い
て
戦

う
こ
と
も
な
く
平
伏
し
ま
し
た
。
高
麗
（
こ
ま
）
と
百
済

（
く
だ
ら
）
の
二
つ
の
国
も
そ
れ
に
な
ら
い
、
三
国
と
も

甘沼 八幡大神 
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以
後
、
朝
貢
を
絶
や
さ
な
い
と
約
束
し
た
の
で
、
皇
后

は
無
事
に
筑
紫
（
九
州
）
に
帰
り
着
く
こ
と
が
で
き
て
、

「
う
み
」
と
い
う
所
で

男
子
を
出
産
し
ま

し
た
。
後
の
第
十
五

代
、
応
神
天
皇
（
お

う
じ
ん
て
ん
の
う
）

で
す
。
「
う
み
」
は
福

岡
市
の
東
側
に
隣

接
す
る
宇
美
町
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
物
語
は
、
終
戦
前

に
は
た
い
へ
ん
人
気

の
あ
る
神
話
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
歴
史
の

上
で
は
仲
哀
天
皇
も
神
功
皇
后
も
武
内
宿
禰
も
実
在

し
た
と
は
証
明
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
応
神

天
皇
は
実
在
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
神
話
は
、
朝
鮮
半
島
に
影
響
を
与
え
て
い
た
四
世

紀
の
大
和
朝
廷
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

再
び
三
社
の
彫
刻
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
彫
刻
は
神

話
を
元
に
し
て
い
ま
す
が
、
忠
実
に
表
現
し
て
い
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
一
番
の
違
い
は
、
武
内
宿
禰

（
た
け
し
う
ち
の
す
く
ね
）
の
表
現
で
す
。
神
話
で
は
、

宿
禰
は
半
島
侵
攻
に
も
出
産
の
場
に
も
書
か
れ
て
い
な

い
の
で
す
。
宿
禰
は
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
他
の
場
面

に
も
登
場
し
、
や
は
り
終
戦
前
に
は
た
い
へん
人
気
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
男

装
し
武
装
し
た
皇

后
と
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
応
神
天
皇
、

ま
た
そ
の
み
ど
り

児
の
天
皇
を
抱
く

宿
禰
と
い
う
三
人

揃
い
の
絵
柄
は
、
当

時
の
人
々
に
ひ
ろ

く
迎
え
入
れ
ら
れ

た
よ
う
で
す
。 

甘
沼
の
八
幡
大

神
の
彫
刻
は
、
柳
島

の
絵
柄
に
朝
廷
軍

の
兵
隊
二
人
を
加

え
て
あ
り
ま
す
。
浜

之
郷
の
鶴
嶺
八
幡

社
で
は
そ
れ
が
さ

ら
に
複
雑
に
な
っ
て
、

兵
隊
は
六
人
に
増

え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
向
か
っ
て
左
端

に
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
う
ま
く
ス
ケ
ッ
チ
で
き
て
い

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
何
だ
か
分
か
り
に
く
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
は
征
服
さ
れ
た
三
韓
側
の
人
物
三
人
が
、

大
陸
風
の
衣
裳
を
着
て
、
両
手
を
掲
げ
て
恭
順
の
意
を

表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
立
ち
姿
の
皇
后
は
右
手
を

掲
げ
て
遠
く
か
ら
そ
れ
を
望
ん
で
い
ま
す
。 

こ
こ
で
、
今
回
三
番
目
の
ク
イ
ズ
で
す
。 

皇
后
が
左
手
に
持
つ
弓
の
上
部
に
、
チ
ョ
ッ
ト
見
で
は

何
だ
か
分
か
ら
な
い
も
の
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
何
で
し
ょ
う
？ 

さ
あ
、
こ
の
問
い
は
む
ず
か
し
い
。 

す
で
に
答
え
が
あ
る
訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、
私
は
こ

れ
は
、
弓
を
引

く
と
き
用
い
た

鞆
（
と
も
。
日

本
書
紀
に
鞆
を

古
く
は
「
ほ
む

た
」
と
言
っ
た
と

あ
り
ま
す
）
と

見
ま
す
。
同
書

の
応
神
天
皇
の

条
に
、
天
皇
が

生
ま
れ
た
と
き
、

腕
の
一
部
が
瘤

（
こ
ぶ
）
の
よ
う

浜之郷 鶴嶺八幡社 
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に
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
「
ほ
む
た
」
（
つ
ま
り
鞆
）

の
様
だ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
応
神
天
皇
は
、
ほ
む
た
わ

け
の
み
こ
と
（
誉
田
別
尊
）
、
お
お
と
も
わ
け
の
み
こ

と
（
大
鞆
和
気
命
）
、
ほ
む
た
：
ほ
ん
だ
の
す
め
ら
み
こ

と
（
誉
田
天
皇
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦

の
神
と
し
て
知
ら
れ
、
ネ
ッ
ト
情
報
に
よ
り
ま
す
と

弓
矢
の
神
だ
そ
う
で
す
。
彫
刻
師
が
こ
の
鞆
（ほ
む
た

＝
と
も
）
を
強
調
し
て
、
母
親
で
あ
る
神
功
皇
后
の

持
つ
弓
に
意
図
し
て
吊
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
す
。
こ
の
彫
刻
は
大
変
に
配
慮
が
細
か
い
の
で
す
。 

 

八
幡
宮
に
な
ぜ
こ
の
三
人
が
登
場
す
る
彫
刻
が
あ

る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
祭
神
で
あ
る
八
幡
神
は
応

神
天
皇
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
茅
ヶ
崎
で
も
『
市

史
３
考
古
・
民
俗
編
』
に
よ
り
ま
す
と
、
四
社
と
も
誉

田
別
命
を
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。
神
社
向
拝
の
彫
刻

の
絵
柄
は
祭
神
に
関
係
す
る
も
の
が
多
い
と
は
、
こ
の

シ
リ
ー
ズ
の
先
の
号
に
も
書
い
た
こ
と
で
し
た
。 

 

（
付
録
）
本
誌
前
号
（
十
七
号
）
で
、
神
話
の
天
の
磐
戸

（
あ
ま
の
い
わ
ど
）
開
き
の
場
面
に
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
は

登
場
し
な
い
の
に
、
円
蔵
の
神
明
大
神
に
あ
る
、
い
わ
ど

開
き
の
向
拝
彫
刻
に
現
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

と
書
き
ま
し
た
。
こ
の
答
え
。 

 

神
話
の
い
わ
ど
開
き
に
は
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
が
重
要
な
役

を
演
じ
ま
す
。
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
は
そ
う
は
書
い

て
な
い
の
で
す
が
、
世
間
で
は
サ
ル
タ
ヒ
コ
と
ア
メ
ノ
ウ
ズ

メ
と
は
夫
婦
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

彫
刻
に
二
人
を
そ
ろ
え
て
登
場
さ
せ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
す
。
神
功
皇
后
の
新
羅
侵
攻
の
彫
刻
に
武

内
宿
禰
を
登
場
さ
せ
た
の
と
同
じ
よ
う
な
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日
） 

 

 

 

お
知
ら
せ 

 
 

文
化
資
料
館
の
秋
の
催
し 

 

第
５
回 

ち
が
さ
き
の
石
仏
と
社
寺
探
訪 

茅
ヶ
崎
地
区
の
本
村
付
近
を
探
訪
し
ま
す
。 

 

○
ガ
イ
ダ
ン
ス:

十
月
二
十
三
日
（
木
）
十
時
か
ら 

文
化
資
料
館
に
て
。 

○
現
地
探
訪:

十
月
三
十
日
（
木
） 

集
合
場
所
、
時
間
な
ど
は
参
加
申
し
込
み

の
方
に
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
午
前
中

で
終
わ
る
予
定
で
す
。 

○
定
員:

三
十
人
（
九
月
十
七
日
以
降
に
電
話
で
文

化
資
料
館
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。） 

古
い
墓
石
に
思
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

金
子 

栄
司 

過
日
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
、
承
応
の
年
号
（
一

六
五
二
～
五
五
）
を
刻
ん
だ
墓
石
を
見
か
け
た
。
近
世

初
期
と
い
え
る
古
い
年
号
を
刻
ん
だ
墓
が
、
な
ぜ
こ
の

場
所
に
と
気
に
な
っ
て
い
る
。 

墓
石
の
建
立
年
と
墓
主
の
没
年
は
必
ず
し
も
一
致

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
墓
石
の
刻
年
に
つ
い
て
、
墓
石

研
究
者
の
記
述
に
「
建
立
年
の
刻
記
が
始
ま
る
の
は
江

戸
時
代
末
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
没

年
に
よ
っ
て
い
る
」
と
あ
り
、
命
日
を
刻
ん
だ
と
み
て
よ

い
よ
う
で
あ
る
。 

墓
石
の
時
代
的
変
遷
を
『
石
仏
の
民
俗
』
（
土
井
卓

治
著 

一
九
七
二
年
初
版 

岩
崎
美
術
社
）
か
ら
、
極

め
て
独
善
的
に
要
約
す
る
と
、
板
碑
型
で
は
尖
頂
部
が

次
第
に
丸
味
を
も
っ
て
き
て
、
櫛
型
と
い
わ
れ
る
円
弧

に
な
っ
た
も
の
が
現
れ
る
。
こ
れ
が
享
保
（一
七
一
六
～

三
六
）
～
延
享
（
一
七
四
四
～
四
八
）
頃
で
、
こ
の
円
弧

が
次
第
に
低
く
な
っ
て
、
塔
身
が
厚
み
を
も
つ
よ
う
に

な
り
、
や
が
て
断
面
が
正
四
角
形
の
角
柱
型
に
近
く
な

る
。 こ

れ
ら
の
形
態
の
変
遷
は
形
態
と
時
代
が
ど
の
地
域

に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
だ
が
、
変
化

の
パ
タ
ー
ン
の
説
明
と
し
て
は
納
得
で
き
る
。
当
該
墓
石
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は
、
頂
部
を
三
角
に
尖
ら
せ
、
背
面
を
粗
く
成
形
し
た

板
碑
型
と
い
わ
れ
る
形
を
し
て
い
る
の
で
、
墓
石
の
刻

年
と
墓
石
の
形
態
は
符
号
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

領
主
や
知
行
主
あ
る
い
は
名
主
な
ど
の
墓
石
は
茅
ヶ

崎
市
内
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
時
代
以
前
の

僧
侶
の
墓
や
天
正
銘
（
一
五
七
三
～
九
二
）
の
名
主
の

墓
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
な
庶
民
の
墓
石

は
い
つ
ご
ろ
か
ら
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。 江

戸
時
代
初
期
の
幕
府
の
宗
教
政
策
の
中
か
ら
発

生
し
た
檀
家
制
度
に
よ
っ
て
寺
院
の
檀
家
と
な
る
こ
と

を
義
務
付
け
ら
れ
、
幕
法
に
よ
っ
て
、
檀
家
の
責
務
が

明
示
さ
れ
た
。
元
禄
時
代
半
ば
（
一
七
〇
〇
）
頃
に
な

る
と
寺
院
側
か
ら
檀
家
に
た
い
し
て
そ
の
責
務
を
説
い

て
、
故
人
の
月
命
日
・
祥
月
命
日
な
ど
の
日
頃
の
参
拝
、

春
秋
の
彼
岸
の
墓
参
り
、
年
忌
法
要
等
々
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
そ
し
て
先
祖
供
養
の
墓
石
も
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
は
じ
め
は
個
人
や
夫
婦
の
為
の
も
の

が
、
明
治
中
期
以
降
、
家
制
度
の
確
立
に
よ
り
、
い
ま

ま
で
個
人
の
戒
名
（
法
名
）
を
彫
っ
て
い
た
も
の
が
「
＊
＊

家
之
墓
」
「
＊
＊
家
先
祖
代
々
之
墓
」
な
ど
の
よ
う
に
、

家
の
墓
に
変
わ
っ
て
い
く
。 

茅
ヶ
崎
市
内
の
一
般
庶
民
の
墓
に
つ
い
て
記
録
さ
れ

た
も
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
参
考
に
「
常
顕
寺
（
茅
ヶ

崎
市
萩
園
）
古
墓
石
等
調
査
記
録
」
平
野
文
明
『
文
化

資
料
館
調
査
研
究
報
告
二
三
』
）
か
ら
古
い
墓
石
を
見

て
み
る
と
、 

 
 

（刻
年
銘
）  

 
 

（ 

数 

） 

～
一
六
九
九 

 
 

 

一
一
基 

（
寛
文
四
・
一
六
六
四
年
、
延
宝
三
・

一
六
七
五
年
な
ど
） 

～
一
七
五
九 
 

 
 

二
二
基 

～
一
八
一
九 

 
 

 

二
三
基 

～
一
八
七
九 

 
 

 

一
二
基 

一
八
八
〇
～ 

 
 

 
 

四
基 

 

こ
の
調
査
対
象
の
中
に
最
古
墓
石
が
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
時
代
を
経
て
係
累
が
絶
え

て
し
ま
う
程
古
い
墓
石
の
例
と
し
て
提
示
し
て
み
た
。 

さ
て
、
承
応
銘
墓
石
に
話
を
戻
そ
う
。
前
述
の
一
般

的
な
墓
石
の
出
現
時
期
や
常
顕
寺
古
墓
石
に
出
て
く

る
建
立
年
に
た
い
し
て
承
応
年
号
の
墓
石
は
十
年
ほ
ど

古
い
。
承
応
銘
墓
石
は
相
模
川
に
近
い
東
海
道
の
北
側

に
位
置
す
る
。
こ
の
辺
り
、
関
東
大
地
震
で
土
地
が
隆

起
す
る
以
前
の
地
図
で
は
、
も
っ
と
東
寄
り
に
流
れ
て

い
た
河
道
の
名
残
や
氾
濫
跡
な
ど
が
広
が
り
、
農
業
を

営
む
に
は
過
酷
な
地
で
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に

よ
れ
ば
「
相
模
川
に
傍
た
れ
ば
毎
秋
泛
濫
の
患
に
堪
ず
。

崩
入
せ
し
田
地
も
若
干
な
り
と
云
。
民
家
五
十
。
相
模

川
の
岸
に
流
作
場
（り
ゅ
う
さ
く
ば
・
な
が
れ
さ
く
ば
。

湖
沼
や
河
川
の
沿
岸
に
あ
り
、
水
が
一
面
に
か
か
っ
て

い
る
よ
う
な
場
所
。
水
が
多
い
年
に
は
作
付
け
収
穫
が

難
し
く
、
む
し
ろ
、
干
ば
つ
の
年
の
ほ
う
が
収
穫
量
が
多

い
よ
う
な
土
地
）
及
び
芝
地
あ
り
」
と
記
さ
れ
た
土
地

で
あ
る
。 

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
に
、
承
応
年
代
以
前

か
ら
村
人
の
営
み
の
証
が
遺
さ
れ
て
い
る
。 

茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
で
は
、
市
内
墓
石
の
調
査
の

必
要
性
は
認
め
て
い
る
が
、
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
。
個

人
情
報
の
問
題
。
個
人
墓
地
への
立
ち
入
り
と
調
査
への

理
解
と
協
力
な
ど
、
大
変
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

古
い
墓
石
の
存
在
と
分
布
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過

去
帳
と
は
異
な
っ
た
村
々
に
お
け
る
一
般
の
人
々
の
営

み
を
探
る
、
手
掛
か
り
の
一
端
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
、

と
考
え
て
い
る
。 

  図
書
の
紹
介 

『地
名
が
語
る
赤
羽
根
の
む
か
し
』 

茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
編 

茅
ヶ
崎
市
教
育
委
員
会 

二
〇
一
四
年
刊
行 

 
 

「
資
料
館
叢
書
12
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、

「
茅
ヶ
崎 

地
名
を
調
べ
る
会
」が
一
九
八
八
年
に
発
足

し
た
後
、
し
っ
か
り
し
た
基
礎
作
り
を
し
、
丹
念
な
調
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査
を
行
い
、
さ
ら
に
編
集
に
際
し
て
慎
重
な
検
討
を
重

ね
た
上
で
、
本
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
書
名
が
示
す
通
り
、

地
名
そ
の
も
の
に
関
連
す
る
伝
説
や
言
い
伝
え
、
あ
る

い
は
、
地
理
・
地
形
的
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
集
落
、
耕

作
地
、
山
林
、
社
寺
、
石
造
物
、
公
共
的
建
物
な
ど
多

様
な
対
象
に
つ
い
て
の
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
単
な

る
地
名
の
由
来
な
ど
で
は
な
く
、
消
滅
し
つ
つ
あ
る
地

名
の
調
査
を
通
じ
て
、
赤
羽
根
の
む
か
し
か
ら
現
代
ま

で
の
急
激
な
変
化
に
耐
え
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
暮
ら
し

方
の
重
要
な
部
分
に
つ
い
て
、
次
の
世
代
へ
手
渡
す
べ
き

贈
り
物
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
市
民
活
動

の
た
い
へ
ん
に
優
れ
た
成
果
な
の
で
あ
る
。 

恥
ず
か
し
な
が
ら
私
は
こ
れ
ま
で
赤
羽
根
地
区
の
ほ

と
ん
ど
を
実
際
に
歩
い
た
こ
と
が
な
く
、
西
端
の
小
出

県
道
付
近
と
、
東
部
の
赤
羽
根
通
り
沿
い
を
多
少
見
て

い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
市
史
関
連
の
文
献
や
石
仏
調
査

の
資
料
な
ど
を
読
ん
で
、
地
図
上
で
地
区
内
の
あ
ち
こ

ち
を
訪
ね
て
は
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
地
図
や
文
献
だ
け
で

赤
羽
根
を
知
っ
て
い
る
者
（
私
も
そ
の
一
人
だ
）
に
は
、

本
書
を
読
む
こ
と
で
、
そ
こ
で
解
説
さ
れ
て
い
る
道
筋

を
実
際
に
辿
り
な
が
ら
地
理
と
歴
史
が
織
り
な
す
光

景
を
確
か
め
た
い
と
い
う
探
究
心
が
か
き
た
て
ら
れ
る
。

す
で
に
住
ま
っ
て
い
る
人
が
読
ん
で
も
、
ふ
だ
ん
の
生
活

で
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
地
名
の
背
後
に
潜
む
地
域
の

歴
史
に
気
付
か
さ
れ
、
も
っ
と
深
く
知
り
た
い
と
い
う

意
欲
が
高
ま
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
力
を
潜
め

た
調
査
・
執
筆
者
の
意
欲
的
な
記
述
が
、
ど
の
頁
に
も

見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
市
民
団
体
な
ど
に
よ
る
ガ

イ
ド
付
き
の
探
訪
の
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
る

と
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

な
お
、
現
在
の
赤
羽
根
は
一
図
～
十
五
図
ま
で
の
字

か
ら
な
る
が
、
こ
れ
は
明
治
九
年
の
地
租
改
正
作
業
に

よ
り
地
番
割
り
付
け
の
た
め
の
区
分
名
で
あ
っ
た
も
の

が
字
名
に
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。
そ
れ
以
前
に
は
も
っ
と

範
囲
の
狭
い
、
境
も
あ
い
ま
い
だ
が
、
本
来
の
地
形
や
集

落
の
様
子
を
表
す
多
数
の
旧
字
名
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

本
書
に
は
そ
れ
ら
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は

「
図
」
と
い
う
区
分
自
体
が
歴
史
的
記
憶
の
一
部
を
成

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
十
二
～
十
三
頁
の
全
図
に
よ

り
、
「赤
羽
根
の
む
か
し
」を
伝
え
る
重
要
な
地
名
が
一

目
で
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
本
書
の
特
色
の

一
つ
で
あ
る
。
た
だ
、
取
り
外
し
可
能
な
地
図
で
あ
っ
た

ら
本
文
と
対
照
さ
せ
や
す
か
っ
た
の
に
と
思
わ
れ
た
。  

 

さ
て
、
こ
こ
は
本
書
を
紹
介
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
て
、

書
評
の
場
で
は
な
く
、
関
心
の
赴
く
ま
ま
に
感
想
を
述

べ
る
場
で
も
な
い
。
以
下
に
は
、
「
第
二
章 

下
赤
羽
根

の
地
名
」を
読
み
な
が
ら
気
付
い
た
二
、
三
の
事
項
に
つ

い
て
記
し
て
お
こ
う
。 

 

「
下
赤
羽
根
」
の
字
は
一
～
三
図
で
、
江
戸
期
の
赤
羽

根
郷
下
村
に
相
当
す
る
。
本
章
は
、
下
赤
羽
根
附
近
の

地
名
図
、
第
一
節
薬
師
堂
跡
附
近
、
第
二
節
山
下
付

近
、
第
三
節
下
赤
羽
根
自
治
会
館
付
近
、
第
四
節
地

蔵
山
付
近
、
第
五
節
神
明
大
神
附
近
と
い
う
六
つ
の
部

分
で
構
成
さ
れ
る
。
最
初
の
地
名
図
（
二
十
七
頁
）
は

全
図
と
比
べ
て
地
名
番
号
が
若
干
欠
け
て
い
た
が
、
正

誤
表
で
補
正
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
補
正
部
分
の

表
記
に
不
十
分
な
箇
所
が
あ
っ
た
。
現
在
の
公
的
施
設

の
表
記
（
例
え
ば
、
下
赤
羽
根
自
治
会
館
）
は
た
い
へ
ん

便
利
だ
が
、
番
号
と
異
な
り
場
所
が
と
ら
え
に
く
く
な

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
文
中
の
記
述
と
併
せ
て
ネ
ッ

ト
上
の
地
図
を
利
用
す
れ
ば
、
正
確
な
場
所
を
把
握

で
き
、
何
よ
り
も
現
地
に
行
っ
て
み
る
べ
き
だ
と
承
知
は

し
て
い
る
。 

 

三
十
五
頁
上
段
で
廃
寺
の
満
蔵
寺
と
い
う
文
言
が
出

て
く
る
が
、
こ
の
旧
満
蔵
寺
の
こ
と
は
途
中
の
二
箇
所

で
言
及
が
あ
り
、
詳
し
く
は
六
十
五
頁
で
扱
わ
れ
て
い

る
。
で
き
れ
ば
（
五
節
参
照
）
、
（
六
十
五
頁
）な
ど
と
参

照
先
が
示
さ
れ
て
い
れ
ば
ず
っ
と
読
み
や
す
く
な
る
の

で
は
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
た
い
へ
ん
な
編

集
作
業
を
考
え
れ
ば
「
無
い
物
ね
だ
り
」
に
近
い
の
で
あ

る
。
本
書
の
価
値
を
下
げ
る
事
柄
で
は
な
い
。 

 

上
に
紹
介
し
た
各
節
を
見
れ
ば
分
か
る
と
お
り
、
信

仰
に
か
か
わ
る
各
地
区
の
大
切
な
社
寺
や
石
造
物
、

近
世
以
降
の
暮
ら
し
で
中
心
的
な
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
き
た
い
わ
ば
公
的
な
建
物
、
あ
る
い
は
、
道
路
や
集
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落
が
的
確
に
選
ば
れ
、
そ
の
付
近
を
地
理
的
に
も
歴
史

的
に
全
体
的
に
扱
お
う
と
す
る
意
図
が
明
瞭
に
な
っ
て

い
る
。
「
第
五
節
神
明
大
神
附
近
」
で
は
棟
札
の
説
明
が

予
想
以
上
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
期
の
信

仰
、
村
政
、
時
代
の
変
化
の
中
で
の
赤
羽
根
を
読
み
取

っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
全
体
に
写
真
や
図
が
多
く
わ
か
り
や
す
い
し
、

所
々
に
挿
入
さ
れ
る
コ
ラ
ム
と
史
料
か
ら
近
現
代
の
変

化
の
一
端
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。 

 

他
の
章
に
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
私
は
本
書
を
と

て
も
楽
し
く
読
み
、
詳
し
い
地
図
で
確
か
め
な
が
ら
赤

羽
根
中
を
訪
ね
回
っ
た
気
分
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
改
め
て
調
査
・
執
筆
・
編
集
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん

に
感
謝
の
気
持
ち
を
申
し
上
げ
た
い
。
こ
う
し
た
報
告

書
に
し
て
は
、
巻
末
の
参
考
文
献
も
き
ち
ん
と
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
民
俗
誌
に
関
心
が
あ
る
者
か
ら
見
る
と
、

そ
の
中
に
赤
羽
根
を
取
り
上
げ
た
文
献
は
な
く
、
そ
の

意
味
で
も
本
書
は
、
当
地
域
の
民
俗
誌
的
な
こ
と
を
知

る
た
め
の
最
初
の
手
掛
か
り
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

こ
の
後
に
続
く
市
民
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
赤
羽
根
の

暮
ら
し
を
さ
ら
に
総
合
的
に
調
べ
る
活
動
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
強
く
期
待
し
た
い
。
本
書
は
茅
ヶ
崎
市
文
化
資

料
館
あ
る
い
は
市
役
所
社
会
教
育
課
に
お
い
て
、
こ
れ

だ
け
の
内
容
を
三
〇
〇
円
で
購
入
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ

お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。  

 
 

 
 

 
 

（
小
川
正
恭
） 

行
事
報
告 

夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

「古
民
家
で
親
子
で
布
ぞ
う
り
作
り
」 

 

七
月
三
十
一
日
（
木
）
、
民
俗
資
料
館
（
旧
和
田
家
）

を
会
場
に
し
て
布
ぞ
う
り
作
り
を
催
し
ま
し
た
。
事
前

に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
親
子
五
組
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
行
事
は
文
化
資
料
館
が
毎
年
夏
休
み
期
間
中

に
開
催
し
て
い
る
、
小
学
生
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。 

当
日
は
、
普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
古
民
家
の

屋
内
に
上
が
っ
て
作
業
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
エ
ア
コ
ン

な
ど
の
冷
房
器
具
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
民
家
の
屋
内

は
日
差
し
が
遮
ら
れ
、
風
通
し
も
良
く
、
ほ
ど
よ
い
夏

の
暑
さ
を
感
じ
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。 

布
ぞ
う
り
は
、
使
い
古
し
の
シ
ャ
ツ
や
シ
ー
ツ
な
ど
の

布
地
を
再
利
用
し
て
作
り
、
室
内
履
き
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
履
い
て
歩
く
と
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
汚
れ
も
拭
き

取
っ
て
く
れ
る
優
れ
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
布
地

を
幅
約
五
㎝
、
長
さ
約
七
十
㎝
の
細
長
い
形
状
に
切

り
分
け
、
そ
れ
を
芯
地
と
な
る
ビ
ニ
ー
ル
ロ
ー
プ
に
編
み

込
ん
で
作
り
ま
す
。
参
加
者
の
親
子
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
持

ち
寄
っ
た
布
地
で
、
思
い
思
い
の
色
の
組
み
合
わ
せ
の
布

ぞ
う
り
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。 

午
前
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
の
片
足
分
が
出

来
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。
十
二
時
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で

作
業
を
一
旦
中
止
し
、
昼
食
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
は
、
縁
側
に
座
り
お
弁
当
を
広
げ
、
心
地
よ
い
風

を
受
け
な
が
ら
の
食
事
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
熱
心
な
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
昼
休
み

も
ほ
ど
ほ
ど
に
作
業
を
再
開
し
て
い
ま
し
た
。
午
後
に

な
る
と
、
慣
れ
た
手
つ
き
と
な
り
、
も
う
片
足
分
も
す

ぐ
に
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

一
足
分
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
度
は
鼻
緒
の
用
意

を
し
ま
す
。
鼻
緒
も
使
い
古
し
の
布
で
作
り
ま
す
。
試

し
履
き
を
し
て
、
自
分
の
足
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
鼻

緒
を
挿
（す
）げ
ま
す
。 

こ
れ
で
布
ぞ
う
り
の
完
成
で
す
。
出
来
上
が
る
と
、

皆
一
様
に
喜
び
、
布
ぞ
う
り
を
履
い
て
の
写
真
撮
影
会

と
な
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
り
に
満
足
そ
う
な
子
供
た

ち
の
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。 

民
俗
資
料
館
（
旧
和
田
家
）
は
、
江
戸
時
代
の
萩
園

村
で
村
役
人
を
つ
と
め
た
和
田
家
の
母
屋
を
移
築
し
た

も
の
で
す
。
棟
札
に
よ
り
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）に
建

て
ら
れ
た
も
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）
に
堤
に
あ
る
現
在
地
に
移
築
復
元
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
旧
和
田
家
は
幕
末
の
大
型
民
家
の
特
徴

を
備
え
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
茅
ヶ
崎
市
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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（
文
化
資
料
館 

芦
葉
抄
苗
） 

 

文
化
資
料
館
移
転
整
備
事
業
に
つ
い
て 

文
化
資
料
館
は
昭
和
４６
年
７
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
地
域
開
発
の
進
展
や
生
活
様
式
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
文
化
財
や
郷
土
資
料
の
保
護
・
保
存
の

必
要
性
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
様
な
中
で
郷
土
の
歴

史
を
伝
え
る
資
料
を
永
久
に
保
存
す
る
た
め
に
建
設

さ
れ
開
館
し
ま
し
た
。 

以
来
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら

様
々
な
社
会
教
育
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
施
設
の
老
朽
化
等
の
課
題
や
、
地

域
の
歴
史
や
文
化
財
の
総
合
的
な
拠
点
づ
く
り
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
開

館
を
目
指
し
、
現
在
の
中
海
岸
か
ら
堤
地
区
に
移
転

し
、
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

市
教
育
委
員
会
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
承

し
つ
つ
更
な
る
発
展
を
図
り
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
・
自

然
に
関
す
る
学
び
の
場
と
し
て
多
く
の
方
に
活
用
し
て

頂
け
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
や
、
有

識
者
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
整
備
事
業
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

○
主
な
整
備
の
流
れ 

・
平
成
２６
～
２７
年 

 

整
備
基
本
計
画
の
策
定 

・
平
成
２８
年 

 

実
施
設
計
（予
定
） 

・
平
成
２９
～
３０
年 

 

工
事
（予
定
） 

・
平
成
３１
年 

 

開
館
（予
定
） 

    
（文
化
資
料
館 

 

須
藤 

格
）  

〈編
集
後
記
〉 

前
号
十
七
号
は
平
成
二
十
四
年
三
月
刊
行
で
し

た
の
で
、
二
年
半
ぶ
り
の
刊
行
と
な
り
ま
す
。
前
号
に

は
「
刊
行
終
了
の
お
知
ら
せ
」
と
し
て
、
も
っ
と
幅
広
い

内
容
の
も
の
に
し
て
再
出
発
す
る
と
書
き
ま
し
た
が
、

改
変
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
く
、
ま
た
、
市
民
の

皆
様
か
ら
は
、
続
号
を
望
む
ご
意
見
も
頂
き
、
前
号
を

継
い
で
こ
の
十
八
号
を
編
集
し
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
訳
で
、
こ
の
号
も
石
仏
関
係
の
文
章
が

多
い
の
で
す
が
、
今
年
の
二
月
に
発
行
し
た
『地
名
が
語

る
赤
羽
根
の
む
か
し
』を
紹
介
し
た
こ
と
が
新
味
で
す
。

こ
の
本
の
紹
介
者
も
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
良
い
本

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
ご
覧
下
さ
い
。 

今
回
も
民
俗
行
事
部
会
の
会
員
か
ら
原
稿
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

文
化
資
料
館
主
催
の
催
し
物
に
ご
参
加
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
や
感
想
、
文
章
な
ど
も
載
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

（資
料
館 

編
集
子
） 

 

※
ご
不
明
の
点
等
は
１
頁
に
記
載
の
連
絡
先
に
お
申

し
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は

茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
お
り
ま
す
。 
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